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第
35
回
由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
が
２
月
９
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
室
で
は
朝
一
番
、
ご
多
忙

の
初
宿
市
長
も
お
祝
い
に
見
え
ら

れ
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

体
育
室
の
会
場
準
備
は
担
当
し

た
体
育
部
会
の
参
加
メ
ン
バ
ー
が

少
数
だ
っ
た
た
め
、
出
演
者
の
皆

様
に
ご
支
援
を
頂
い
て
前
日
の
午

前
か
ら
着
々
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
は
会
場
後
方
に
フ
ー

ド
コ
ー
ト
を
設
け
、
演
奏
を
聴
き

な
が
ら
の
飲
食
を
楽
し
ん
で
頂
き

ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？

　

手
話
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
今
回
も
特
別

公
演
と
し
て
、
名
物
と
な
っ
た
麻

布
十
兵
衛
氏
に
よ
る
「
大
道
芸
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
」
の
熱
演
が

あ
り
ま
し
た
。

　

１
階
の
展
示
関
連
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
パ
ネ
ル
を
用
い
た
種
々
の
会

の
展
示
や
紹
介
、
健
康
・
介
護
相

談
も
行
わ
れ
、
直
接
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
方
も
見
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
階
で
は
、
中
央
大
学
同
好
会

運
営
の
喫
茶
に
て
の
味
わ
い
と
共

に
、
書
、
写
真
、
手
作
り
帽
子
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
な
ど
力
作

を
鑑
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
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第
35
回
由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

　

由
木
東
住
民
協
議
会
の
第
39
回

定
期
総
会
が
、
６
月
１
日
（
日
）

に
協
議
会
委
員
が
参
加
す
る
通
常

形
式
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
の
事
業
、
決
算
、
会
計

監
査
報
告
と
令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

前
年
度
事
業
報
告
の
中
で
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
が
令
和

６
年
度
単
年
度
で
は
約
８
万
４
千

人
と
な
り
、
開
設
以
来
の
累
計
が

３
２
７
万
人
と
な
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
営
委
員
会
を
始
め
、

各
部
会
に
お
け
る
年
間
活
動
の
中

で
は
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

住
民
協
議
会
委
員
の
親
睦
を
深

由
木
東
住
民
協
議
会

定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

由
木
東
住
民
協
議
会

定
期
総
会
開
催
さ
れ
る

　

世
界
の
中
で
は
、
幾
つ
か
の
侵

略
や
戦
争
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

　

高
齢
者
の
自
分
が
生
徒
だ
っ
た

戦
後
の
時
期
に
は
、
国
際
連
合
が

戦
い
を
統
治
す
る
と
学
ん
だ
が
、

常
任
理
事
国
の
権
限
が
強
す
ぎ
る

よ
う
に
思
う
。
戦
勝
国
の
権
利
を

再
考
す
る
時
節
で
は
？
（
中
村
）

「 

編 

集 

後 

記 

」

「
編
集
後
記
」

め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
新
た
に

第
２
駐
車
場
の
草
刈
り
と
室
内
で

の
ゲ
ー
ム
大
会
が
、
事
務
職
員
の

協
力
の
下
開
催
さ
れ
、
童
心
に
か

え
っ
て
楽
し
め
た
こ
と
も
報
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

主
要
行
事
で
あ
る
第
35
回
市
民

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
つ
い
て
は
、

参
加
イ
ベ
ン
ト
数
や
来
場
者
が
以

前
と
比
べ
て
や
や
少
な
か
っ
た
も

の
の
、
部
外
の
方
々
の
ご
支
援
を

頂
き
盛
大
に
開
催
で
き
た
こ
と
も

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
新
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
新
し
く
か
つ
、
継
続
的
な
更

な
る
発
展
へ
の
思
い
と
、
そ
れ
に

対
し
て
の
予
算
が
説
明
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
、
新
規
委
員
の
積
極
的

な
参
画
、
ご
活
動
の
程
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
構
成
員
で
あ
る

各
住
民
団
体
の
皆
様
の
一
層
の
多

大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

令
和
７
年
度
事
務
局
・
各
部
会
委
員
名

部　

長　

上
杉　

雅
央（
鹿　

島
）

副
部
長　

天
野　

正
春（
東
中
野
）

委　

員　

大
久
保
幸
夫（
大　

塚
）  

　

〃　
　

芦
田　

将
人（
大　

塚
）

　

〃　
　

坂
口　

香
野（
大　

塚
）

　

〃　
　

大
貫　

悟
（
大　

塚
）

　

〃　
　

峰
岸　

成
一（
東
中
野
）

　

〃　
　

高
橋
智
華
佐（
松
が
谷
）

　

〃　
　

佐
野　

和
恵（
松
が
谷
）

　

〃　
　

阿
部
ち
よ
江（
松
が
谷
）

　

〃　
　

市
川
美
保
子（
松
が
谷
）

　

〃　
　

清
水　

基
（
松
が
谷
）

　

〃　
　

青
木　

邦
子（
鹿　

島
）

部　

長　

齊
藤　

真
人（
東
中
野
）

副
部
長　

矢
島　

勇
（
鹿　

島
）

委　

員　

中
山　

博
光（
大　

塚
）

　

〃　
　

村
山　

和
重（
大　

塚
）

　

〃　
　

佐
藤　

義
一（
松
が
谷
）

　

〃　
　

遠
藤
恵
美
子（
松
が
谷
）

　

〃　
　

加
藤　

強
（
鹿　

島
）

　

〃　
　

鷹
田　

希
望（
鹿　

島
）

　

〃　
　

岡　
　

政
人（
鹿　

島
）

図書部会体 育 部 会

部　

長　

平
井　

健
（
鹿　

島
）

副
部
長　

後
藤　

崇
士（
松
が
谷
）

　

〃　
　

小
原
沢　

勝（
松
が
谷
）

委　

員　

原　
　

隆
志（
大　

塚
）

　

〃　
　

鈴
木　

益
夫（
大　

塚
）

　

〃　
　

渡
辺　

裕
（
大　

塚
）

　

〃　
　

佐
藤　

河
代（
松
が
谷
）

　

〃　
　

沖　
　

正
史（
松
が
谷
）

　

〃　
　

北
原　

福
造（
松
が
谷
）

　

〃　
　

米
庄　

海
香（
鹿　

島
）

　

〃　
　

茅
野　

英
輝（
鹿　

島
）

　

〃　
　

小
野
田　

潤（
鹿　

島
）

部　

長　

中
村　

史
朗（
鹿　

島
）

副
部
長　

廣
井　

和
之（
大　

塚
）

委　

員　

小
塚　

光
二（
大　

塚
）

　

〃　
　

内
田　

昭
雄（
大　

塚
）

　

〃　
　

中
田　

公
生（
東
中
野
）

　

〃　
　

小
川　

智
（
松
が
谷
）

　

〃　
　

白
水　

哲
（
松
が
谷
）

　

〃　
　

福
田　

一
輝（
松
が
谷
）

　

〃　
　

守
屋　

和
子（
鹿　

島
）

　

〃　
　

清
水　

篤
（
鹿　

島
）

　

〃　
　

太
田　

亮
（
鹿　

島
）

文化厚生部会広 報 部 会

役 員 ・ 事 務 局
会　

長　

越
智　

幸
治
（
鹿　

島
）

副
会
長　

水
谷　

泰
昭
（
松
が
谷
）

　

〃　
　

井
上　

幸
夫
（
大　

塚
）

　

〃　
　

細
谷　

英
勝
（
東
中
野
）

局　

長　

小
嶋　

龍
也
（
大　

塚
）

次　

長　

正
岡　

三
郎
（
鹿　

島
）

書　

記　

三
尾　

美
鈴
（
鹿　

島
）

　

〃　
　

田
中　

俊
宏
（
松
が
谷
）

会　

計　

羽
鳥　

信
義
（
大　

塚
）

　

〃　
　

長
島　

淳
一
（
大　

塚
）

監　

事　

永
野　

京
子
（
大　

塚
）

　

〃　
　

福
永　

康
枝
（
大　

塚
）  

委　

員　

庄
司　

将
人
（
大　

塚
）

　

〃　
　

宇
喜
多
泰
弘
（
大　

塚
）

　

〃　
　

島
内　

行
夫
（
大　

塚
）

　

〃　
　

岩
本　

泰
子
（
松
が
谷
）

　

〃　
　

寒
河
江
純
雄
（
鹿　

島
）

　

〃　
　

佐
藤
翔
一
郎
（
鹿　

島
）

　

〃　
　

半
田　

昌
宣
（
鹿　

島
）

　

〃　
　

番
場　

徹
之
（
鹿　

島
）

　令和7年8月14日　

半

〃

番
場

徹
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部
会

厚
生　
　

文
化　
　

広
報
部
会

事
務
局

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

局　

長

委
員
7
名

委
員
11
名

委
員
9
名

委
員
9
名

委
員
8
名

副
部
長

副
部
長

副
部
長

副
部
長

監
事

書
記
会
計

部
長

部
長

部
長

部
長

次
長

フードコートでお楽しみ

手作り帽子のお気に入り

初宿市長と越智会長 監査については…



　

私
達
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
平
成
19

年
築
、
１
５
９
世
帯
の
分
譲
マ
ン

シ
ョ
ン
で
す
。
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅

北
側
の
南
傾
斜
高
台
に
位
置
し
、

夜
景
も
含
め
素
敵
な
景
観
が
望

め
、
周
り
に
は
小
鳥
、
昆
虫
、
小

動
物
も
い
る
緑
豊
か
な
公
園
に
囲

ま
れ
た
自
然
豊
か
な
環
境
で
す
。

　

当
組
合
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住

環
境
の
維
持
・
向
上
に
加
え
、
住

民
同
士
が
安
心
し
て
繋
が
り
合
え

る
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
近
年
で
は
、
子
育
て
世
帯

や
高
齢
者
世
帯
も
増
え
て
お
り
、

住
民
同
士
が
支
え
合
え
る
マ
ン
シ

ョ
ン
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
が
一

層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
建
物
を
守
る
だ
け
で
は
な

く
、
昔
の
下
町
の
長
屋
の
様
に
、

住
ん
で
い
る
皆
が
顔
を
合
わ
せ
て

話
し
合
え
た
り
、
お
互
い
に
助
け

合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆

が『
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
な
』

と
思
え
る
マ
ン
シ
ョ
ン
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
理
事
会
主
催
で
の
イ
ベ

ン
ト
は
ま
だ
ま
だ
足
り
ま
せ
ん
が
、

　
令
和
元
年
に
敷
地
内
の
緑
化
推
進

を
目
的
に
住
民
の
有
志
の
方
々
で

発
足
し
た
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
様
が

企
画
主
催
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

『
お
し
ゃ
れ
な
花
壇
作
り
』
や
、

夏
休
み
に
家
族
や
子
供
達
の
思
い

出
作
り
に
て
、
地
域
企
業
の
協
力

の
も
と
企
画
頂
い
て
い
る
『
樹
木

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
作
り
』
を
理
事

会
と
し
て
協
賛
さ
せ
て
頂
き
、
少

し
ず
つ
マ
ン
シ
ョ
ン
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
理
事
会
と

し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
住
民
の

皆
様
の
声
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動
を
増
や

し
て
、『
こ
こ
に
住
ん
で
良
か
っ

た
な
』
と
皆
様
に
思
わ
れ
る
様
、

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

レ
ク
セ
ル
多
摩
セ
ン
タ
ー
マ
ー
ク
レ
ジ
デ
ン
ス
管
理
組
合

理
事
長　

川
崎　

健

『 

マ　
イ　
タ　
ウ　
ン　
紹　
介 

』

サ
ー
ク
ル
紹
介

　

２
０
０
３
年
に
産
声
を
上
げ
た

活
動
が
22
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
『
地
域
づ
く

り
応
援
助
成
』
を
受
け
な
が
ら
、

妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
を
持
つ
ご
家

庭
の
仲
間
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
集
い
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
て
い

る
の
は
、民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

地
域
の
子
育
て
機
関
、
保
育
士
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
で
す
。
こ
こ

を
卒
業
し
た
先
輩
マ
マ
さ
ん
も
い

ま
す
か
ら
安
心
し
て
来
て
下
さ
い

ね
。
ま
た
、
広
場
へ
の
参
加
者
と

共
に
、
次
の
世
代
を
支
え
て
頂
け

る
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
も
募
集
中
で
す
。

　

基
本
的
に
毎
月
第
一
木
曜
日
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
時
間
は
午
前

11
時
か
ら
11
時
半
ま
で
、
２
階
の

和
室
に
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

遊
び
や
読
み
聞
か
せ
、
子
育
て
に

役
立
つ
講
座
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
体
操
な
ど
毎
月
テ
ー
マ
を
決

め
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広

場
の
強
み
は
、
参
加
者
よ
り
も
ス

タ
ッ
フ
の
人
数
が
多
い
こ
と
で

す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
参
加
で
き

　
る
よ
う
に
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
お
子

さ
ん
を
抱
い
て
い
る
と
、
い
つ
の

間
に
か
ス
ヤ
ス
ヤ
と
眠
っ
て
し
ま

う
光
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と

地
域
に
顔
見
知
り
が
一
人
で
も
増

え
る
と
き
っ
と
心
強
い
で
す
よ
。

　

た
と
え
小
さ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
も
、
続
け
て
い
く
こ
と
で

自
分
自
身
も
成
長
さ
せ
て
頂
い
て

い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
実
は
、
逆
に
我
々
が

参
加
者
か
ら
喜
び
や
元
気
を
頂
い

て
い
る
こ
と
に
も
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
地
域
の
全
て
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
は
、
は
ち
ま
る

サ
ポ
ー
ト
由
木
東

０
４
２－

６
８
２－

４
８
８
５

　

「
も
と
こ
の
会
Ⅱ
は
、
以
前
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
い
た
先
生
の

お
名
前
か
ら
付
け
た
サ
ー
ク
ル
名

で
す
。

　

こ
の
会
は
、
約
40
年
以
上
前
か

ら
続
い
て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
は

時
々
増
減
し
な
が
ら
、
現
在
は
約

10
名
程
度
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
日
は
、
原
則
と
し
て
毎
週

水
曜
日
の
午
前
中
の
約
１
時
間
半

で
、
内
容
は
C
D
に
よ
る
演
奏
を

中
心
に
し
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
テ

レ
ビ
体
操
、
筋
ト
レ
、
タ
オ
ル
体

操
、
時
に
は
床
運
動
な
ど
を
み
ん

な
で
声
を
か
け
な
が
ら
、
楽
し
く

身
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
月
に
１
回
程
度
、
市

か
ら
派
遣
し
て
い
た
だ
い
た
体
操

指
導
員
に
よ
り
、
椅
子
や
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
、
体
を
痛
め
や
す
い
動

き
や
、
筋
肉
の
ど
こ
に
効
果
の
あ

る
体
操
か
な
ど
理
論
的
な
考
え
方

も
教
わ
り
な
が
ら
の
活
動
も
あ

り
、
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
毎
回

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
何
よ
り
の
楽
し
み
は
、

休
憩
時
間
中
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ

ム
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

旅
行
の
報
告
や
、
近
所
の
話
題

に
花
が
咲
き
、
つ
い
つ
い
時
間
を

　
忘
れ
そ
う
に
な
り
ま
す
。

　

と
き
に
は
、
誰
か
の
提
案
で
、

体
操
終
了
後
に
は
、「
お
花
見
」
を

し
た
り
、「
歌
の
会
」
や
「
子
供
食

堂
」
へ
の
参
加
な
ど
の
情
報
を
持

ち
寄
り
、
市
民
セ
ン
タ
ー
外
で
の

活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
現
在
70
歳

代
を
中
心
に
90
歳
の
参
加
者
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

緩
や
か
な
体
操
を
主
体
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
活
動

し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

　

見
学
や
、
参
加
し
て
み
た
い
と

思
わ
れ
る
方
は
、
い
つ
で
も
歓
迎

で
す
。
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い

ま
せ
。

　

連
絡
先
の
電
話
番
号
は

　

0
4
2－

６
7
0－

8
5
8
7

令和7年8月14日　（3） 第67号 おおいちょう 　令和7年8月14日　 第67号 （2）おおいちょう

人

事

往

来

　

カ
ラ
オ
ケ
会
場
で
は
５
グ
ル
ー

プ
43
名
の
方
が
、
ご
自
慢
の
ノ
ド

を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク

ラ
ブ
の
展
示
実
演
も
あ
り
、
さ
ら

に
お
茶
席
の
野
点
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
椅
子
に
座
し
て
の
立
礼
式
の

茶
道
で
、
無
理
の
な
い
作
法
に
て

接
待
頂
き
ま
し
た
。

　

お
楽
し
み
の
古
本
市
の
売
上
げ

は
２
万
９
５
０
０
円
に
も
な
り
、

八
王
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
は
同

好
会
に
よ
る
囲
碁
の
対
局
指
導
コ

ー
ナ
ー
も
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
玄
関
横
に
盆
栽
が

展
示
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
参
加
者

の
高
齢
化
に
よ
り
、
こ
の
参
加
も

今
回
限
り
と
の
こ
と
。
長
年
の
ご

参
加
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

駐
車
場
で
の
模
擬
店
は
参
加
店

数
も
多
く
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
参

　
加
も
あ
り
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
カ
イ
、
小
物
、
手
作
り
品
な

ど
の
他
に
、
新
た
に
缶
バ
ッ
ジ
も

販
売
さ
れ
、
人
気
の
食
品
で
は
パ

ン
や
ジ
ャ
ム
、
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
焼
き
鳥
、
お
し
る

こ
な
ど
に
手
が
伸
び
て
い
ま
し
た
。

　

お
お
い
ち
ょ
う
広
場
で
は
、
松

が
谷
高
校
生
徒
会
の
皆
様
に
ご
支

援
を
頂
い
て
「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
」
と
「
輪
投
げ
」
コ
ー
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
、
子
供
達
の
喜
び
の
歓

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

デュエットを楽しむ

　

新
し
い
本
が
入
り
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
児
童
書
）

・
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん

　
　
　
　
　

ピ
ザ
を
や
く　

　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
ノ
リ
コ

・
パ
ン
ど
ろ
ぼ
う
と

　
　
　
　
　

り
ん
ご
か
め
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　

柴
田
ケ
イ
コ

（
一
般
向
け
）

・
宙
わ
た
る
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
予
原　

新

・
赤
と
青
の
ガ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

彬
子
女
王

・
禁
忌
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　

山
口　

未
桜

・
架
空
犯

　
　
　
　
　
　
　
　

東
野　

圭
吾

・
小
鳥
と
リ
ム
ジ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

小
川　

糸

・
綱
を
引
く

　
　
　
　
　
　
　
　

堂
場　

瞬
一

（
図
書
貸
し
出
し
係
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
の
ご
案
内

　

図
書
部
会
が
共
催
す
る
圷
美
奈

子
先
生
の
「
よ
く
わ
か
る
古
典
文

学
入
門
講
座
」
が
本
年
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
11
回
９
月
27
日
、
第
12
回
11

月
22
日
、
第
13
回
１
月
24
日
、
第

14
回
３
月
21
日
の
予
定
で
す
。

図
書
室
だ
よ
り

『
バ
ン
ビ
ち
ゃ
ん
広
場
』　

山
本
キ
ク
コ

『
も
と
こ
の
会　

Ⅱ
』　
　

日
下　

文
子

最終参加の盆栽展示ストライクの瞬間
トンネル遊びは楽しいな

高く高く、そして深呼吸 敷地内手作り花壇

　　

市
民
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
員
に

こ
の
４
月
に
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

萩
生
田
様
が
転
出
な
さ
れ
、
新

た
に
見
え
ら
れ
た
立
原
様
か
ら
新

任
の
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

　

『
素
晴
ら
し
い
環
境
』

　
　
　
　
　
　
　
　

立
原
克
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
４
月

　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
業
務
員

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
て
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

所
に
勤
務
し

　
　
　
　
　
　
　
　

て
お
り
ま
す

立
原
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
茨
城
県
出
身
で
す
が
、
仕

事
の
関
係
で
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
は
ご
縁
が
あ
り
、
こ
の
由
木
東

市
民
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

由
木
東
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
は

公
園
も
多
く
、
自
然
が
残
っ
て
い

る
の
で
、
田
舎
者
の
私
に
は
ホ
ッ

と
で
き
る
環
境
で
す
。
そ
の
一
方

で
買
い
物
に
も
便
利
な
土
地
な
の

で
、
こ
ん
な
に
良
い
環
境
で
生
活

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
仕
事
に
慣
れ
ず
、
先
輩
方

に
助
け
ら
れ
て
ば
か
り
で
す
が
、

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
地
域
の
皆

様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。


